保育実践現場と保育者養成の共働の試み―新任保育者の育ちを支えるために― by 長谷 範子
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民基礎生活調査では、 0歳児を持つ母親の39.7％、 1歳児を持つ母親の48.1％、 2歳児を持つ
母親の55％が何らかの形で仕事を持っているという 6 ）ことである。この結果からは、日本に
強く根付いていた「 3歳児神話」を超えて、女性の労働力が必要とされ、活用されていること、
もしくは女性が働かざるを得ない状況にあることがわかる。
　一方、子どもの発達が人的、物的環境との相互作用によってなされていくこと、子どもの人
格形成にかかわる自己の発達が他者とのかかわりの中で発達する 7 ）こともまた事実であり、
人格形成、自己の発達がなされる発達の初期に子どもが過ごす保育所における人的、物的環境
はそれらを見通しながら構成されなければならない。
　今日、子どもたちの発達の姿の変化とされる「基本的な生活習慣や態度が身に付いていない」
「他者とのかかわりが苦手である」「自制心や耐性，規範意識が十分に育っていない」「その知
識は断片的で受け身的なものが多く、学びに対する意欲や関心が低い」8 ）等の内容は、幼児期
にすでに「自律」と「自立」を通して主体的な態度が求められていることを示している。また、
平成29年度の幼稚園教育要領の改訂に先立ち発表された「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」9 ）からは、保育所保育指針、幼稚園教育要領においても教育・ 5領域のねらいから、子ど
もが自ら主体的に環境にかかわり、環境との相互作用の中で主体的に学ぶ姿が期待されている。
　そのような姿を目指し、環境構成を通して子どもに働きかけることが保育者の役割であると
ともに、保育の場における影響力の大きい人的環境そのものであるのが保育者である。そのよ
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うな役割を担う新任の保育者が、保育者である自分自身に自信を持つことができず、かつ先輩
保育者との関係性に不安や困難を感じているとしたら、それは保育の場にあって、相互主体的
な関係の中で発達を遂げていく５）子どもの発達の危機であるともいえる。
　周囲の評価の視線に不安を抱き、それを逃れるかのように身体を固くして保育に懸命になっ
ている新任保育者にとっては、保育そのものが相互主体的な関係の中で子ども、保育者ともに
発達を遂げる未来ある楽しい営みにはなりえない。
　そこで、現状を改善するために必要なことは、経験を重ねた保育者により主導される相互性
の創造ではないかと考える。
　保育実践の場における今日的困難と、研修の試行から明らかになった問題点を改善していく
ためには、保育者間の経験や立場を超えた相互性の発揮が必要であると考える。相互性は相互
主体性、共働を含んでおり、保育者における相互性の発揮は、子どもとの相互主体性において
もモデルとなりうるものであると考えられる。それはすなわち、保育者と子どもとの相互主体
性の発揮にもつながり、保育の場における子どもの発達と保育者としての育ちを可能とするも
のとして有効であり、保育者の相互性の創造は新任保育者の育ちも支えるのだと言えるのであ
る。
 5 ．保育者の相互性構築の課題
　現在、保育を巡る環境は人的にも物的にも厳しく、時間的にも、空間的にも余裕がないのが
現実であるが、その中においても子どもの発達を支えていくのが保育者の役割である。また、
発達の初期にある子どもと、家庭と仕事と子育てを自身の生活に取り込んだばかりの大きな生
活の変化を経験している保護者を対象とした保育の場で、相互主体的な関係を作り出すことを
リードしなければならないのは保育者であろう。それは、新任保育者、ベテラン保育者にかか
わらず、共に求められる役割なのである。
　しかしながら、現在のように集団が肥大化する中では、子ども一人ひとりの行動を観察し、
一人ひとりの自己のありようを見つめ、その発達を援助し、または見守るといったゆっくりと
時間をかけた相互主体性に裏付けられたかかわりを作り出すのは困難である。困難ではあるが、
それをしなければならないのが保育者の役割であるとしたら、研修で明らかになった不安と困
惑の中で保育実践に取り組む新任保育者の育ちを支えるようとするベテラン保育者のかかわり
の方法こそが、子どもの育ちを支える保育者のモデルとなる。
　現在の保育の場における保育者の関係性の中で相互性を作り出すことは容易ではないが、今
回のOJTの試行を通して、一つは、保育計画というツールがあるのではないかということが示
唆されたと考える。保育計画という一つの媒体を囲んで、相互性が発揮され、保育の共働が作
り出す可能性がある。
　もう一点は、行事というツールである。保育実践において、ややもすると慣習的に行事がと
らえられ、保育者の負担感の中で行事が行われがちな側面もある。しかしながら、行事は保護
者も参加するイベントであり、その取り組みの中で同僚性を発揮し、行事において保育者が共
働する姿を通し、保護者の信頼にもつなぐことができる。本研究では取り上げてこなかったが、
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新任保育者の保護者対応にかかわる負担感も新任保育者の自信と深くかかわるものであり、ひ
いては保育者としての育ちにも影響する。保育者の共働を作り出しやすい行事に対する取り組
みを相互性構築のカギとすることは有効であると考える。
　さらにもう一点考えられるのは、保育実践における出来事のプロセスを保育者間で再検討し、
その意味をとらえなおすカンファレンスが必要ではないかと考えている。保育者として、子ど
もとのかかわりにおいて等、実践のプロセスを共有し、相互性の中で再体験、もしくは意味付
けのし直しをすることは、保育の共働を作り出すために有効な方法ではないかと考える。
　本研究のOJTにおいては保育者養成教員主導のカンファレンスであったが、保育実践のプロ
セスについてのカンファレンスへの取り組みは検討されるべき課題である。
　最後に、本研究では新任保育者の育ちに焦点を当ててきたが、保育所は、子どもの生活の場
である。子どもが中心に据えられ、その発達を見守られる場でなければならない。その発達は
身体発達、生活スキルの取得など、目に見えて著しい側面から、就学前の子どもの発達は急速
であるとされるし、またそうでなければならないというイメージが強いように思われる。しか
しながら、発達の初期にある主体としての子どもの発達が、特に周囲の大人に依存し、共感さ
れ、その関係を繰り返しながらゆっくりと時間をかけて確かなものになっていくことを考える
とき、時間的、空間的、人的に余裕を作り出すことが困難な現在の保育の場は、子どもの主体
としての発達を妨げる環境と言わざるを得ない。その中で、その不適切ともいえる環境を超え
て、子どもの育ちを支えるのが保育者である。
　そして、保育所にかかわる人々は、子どもはもちろん、保護者は親として、保育士は保育者
としてそれぞれの主体としての発達途上にあるととらえることができる。そうであるなら、そ
れら発達もまた、依存を認められ、共感されながらゆっくりと確かなものとなっていくことが
認められなければならない。特に新任保育者においては、評価の目におののくのではなく、依
存を認められ、共感され、その中で自身の主体としての発達、すなわち支えられ見守られなが
ら変化を遂げていく心地よさを直接に経験することを経て、主体としての子ども、主体として
の保護者の発達を支える役割を果たすことができると考える。
　保育者不足が社会問題となっている昨今、もちろん専門職としての社会的評価は高まらなけ
ればならないが、それに加え、保育者を目指すものの主体としての発達が支えられ、保育者と
しての発達の初期にあってはその主体が大きく揺らぎながらも保育者の相互性によって支えら
れる、そのような経験がなければ、子どもの発達を支える困難を超えてゆくことは難しいと思
われる。その点においては、養成校で学生を支え、初任保育者を研修という形で支える保育者
養成教員の質についても、改めて問われなければならないと考える。
　保育の場は、発達の初期にあって、生存という点において、文字通り他者に依存せざるを得
ない乳幼児が生活する場である。そしてまた保育の場は子どもを中心とした生活と遊びの場で
ある。哲学者マーサ・C・ヌスバウムは遊びについて、「弱さと驚きの体験が、不安にではなく、
好奇心と思いやりを巡らせること」につながるのだとする 9 ）。すべてが経済成長を目的とした
経済効率の視点で考えられているかのように見える今日、保育の場は経済効率ではない別の価
値を作り出し、それを示す可能性を持つ場であるといえる。その価値は、人にかかわる価値で
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あり、安全・安心な人と人との相互性に基づく価値でなければならない。保育所は、そのよう
な価値が共有される相互性に裏付けられた共働の場であり、その中でそこにかかわるすべての
人の発達が確かなものになると考える。
――――――――――――――――――
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